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■ 会 長 挨 拶         柳原 寿男君 
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ロータリーを
　 祝おう

＜ソング＞ 奉仕の理想

＜ソングリーダー＞ 

梅(菊川町にて）

望月 俊昭君

 
３月１３日は｢世界ローターアクトの日｣で、こ

の日を含む１週間が｢ローターアクト週間｣に指定

されています。 

ガバナー月信Ｎｏ．９によれば、２６２０地区

では２１クラブ５００名のローターアクト会員が

在籍した１９８８～８９年が最盛期で、その後は

会員、クラブ数の減少により、現在は８クラブ８

０名位となっているそうです。 

ロータリーには青少年育成のための活動として、

インターアクト、ローターアクト、青少年交換、

ロータリー青少年指導者養成プログラム（ＲＹＬ

Ａ）ロータリー財団国際親善奨学生等があります。 

さて私ども藤枝ＲＣは、藤枝順心高等学校イン

ターアクトクラブを通して、一貫した活動を行っ

てまいりました。これは会員青島克郎君の長年に

わたるご尽力のたまものであります。現在は地区

インターアクト委員会副委員長ですが、次年度で

は委員長の重責を担うことになります。今後のご

活躍を期待しつつ、更に当クラブ内での後継者の

育成、ご指導もよろしくお願いする次第でありま

す。 

■ 幹 事 報 告         宮川 邦光君 
• 榛南ロータリークラブ永田会長よりＩＭ参加の

お礼状が届いております。 

• 鈴木ガバナーエレクトより次期会長宛に２００

５～０６年度の地区予算案が届いております。 

• 韮崎ロータリークラブ清水会長より心臓移植に

関する募金のお願いが届いております。 

４月６日の理事会で検討いたします。 

お知らせ 

・来週（３０日）は早朝例会です。 

・その次の週（４月６日）は夜間例会です。 

■ 出 席 報 告         松葉 隆夫君 
本日のホームクラブ 
出 席 者 前回の補正出席者 

25／41 60.98％ 31／41 75.61％ 

(１)欠席者（事前連絡とメーキャップをどうぞ） 
〇飯塚君 〇石垣君 〇片岡君 〇後藤君 
〇桜井富君 〇酒向君 〇杉浦君 〇杉山君  
〇増田君 〇松葉隆君 浅川君 板倉君  
鈴木舜君 仲田晃君 村松英君 望月志君  

■ ビ ジ タ ー                       
大澤 勲夫君（島田） 

■ 外 部 卓 話                     

｢出雲神話を出雲風

土記より見る｣ 

石川 正夫氏 
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◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆   
 ２５年前 にロータリー財団奨学生としてフラン

スに留学しました山口羊子

様のご両親が例会場にみえ

ました。ご本人が翻訳され

た『｢幸運力  ｣｣を育てる本  　』

を寄贈して下さり、会員の

皆様に是非読んでいただき

たいとのことでした。 

＜プロフィール＞ 
氏 名 山口羊子様（旧姓 澤田） 
現住所 東京都文京区湯島４－６－３０－１０３ 
出身地 藤枝市前島 
留学先 フランス・ランス大学 
１９８０～１９８１年フランスのランス大学へ、

お茶の水女子大卒業後留学、仏文学、仏語を専攻

し帰国後実務についた後、結婚。夫君は東京地裁

の判事をしている。現在２児の母であるが、得意

のフランス語を生かして、翻訳を続けている。留

学中はいろいろとフランス人の国民性とか、町の

様子などクラブにレポートをしてくれた。 
◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 

■話題の広場（新聞記事より）■ 

我が国では６５歳以上の人口比率が２０％

に達し、あと数年で第一次ベビーブーム世代

が６０歳の定年を迎える。働き手として外国

人や女性への依存度が高まっているが、定年

退職者など高齢者向きの第二、第三の職場が

広がると良い。 
定年のない自営業、芸術家や政治家などは

「６０歳で老人扱いはご免だ」と言うだろう。

この人達には、御苦労様だが生涯現役で頑張

ってもらおう。一方で、もう十分働いた、無

理をしないで体をいたわり、そのうちに待望

の年金生活に、と考えている人達も多かろう。

やはり「御苦労様でした」と言わなければな

らない。残りの大部分は、自分の技術・技能、

知恵や経験を生かして仕事を続けたい、趣味

や旅行も楽しみたい、時には地域の活動や非

営利組織（ＮＰＯ）などボランティアにも参

加したいという元気な人達だ。こういう人達

が第二、第三の人生を楽しむコツは何だろう。

周りの先輩・同輩を見渡して考えた。 
人脈やハローワークで自分に適した仕事が

見つけられたら最高だ。仕事のより好みをせ

ず、まず働いてみるというハングリー精神も

必要だ。「ゴルフ代などは年金に手をつけず自

分で稼げ！」とう奥様方の励ましもある。 
ともあれ、まずは健康だ。まめに病院に通

うより散歩、体操から始めて体を鍛え直す。

２番目に大切なのは配偶者と仲良くすること

だ。無計画の計画でよい。相手に気づかれぬ

よう、今のうちから仲を良くする工夫をして

はどうか。３番目は威張らないこと。長年の

勤め人生活で身についた無意識の傲慢さをど

うしたらなくせるか。世の中の後輩たちはこ

の点にとても敏感だ。 
 

 

 

（担当／成瀬） 


